
参　考　図 （案）

＜占用床版＞

◎　構造計算書には、根拠とした参考文献を明らかにしておくこと。

◎　参考図なので数値や図面は協議等を踏まえ、計画に合わせて必ず書き直して下さい。

床版の台座の構造
については、河川構
造令・道路構造令に
基づき設置

※　道路擁壁がある
場合は、現場の構造
物の状況により利用
可能

宅地造成基準によ
り決定
（土質により橋台の
深さ決定）

転落防止柵につ
いては、設計便
覧（道路編）の設
置基準に基づき
設置

点検口の設置
位置
３ｍに1箇所

床版は、河川
構造令・道路構
造令にもとづく
ものを設置

点検口の最小
寸法
600×600
<内寸>

ハイウォーター
ラインについて
は、水利組合
に確認

進入路の幅に
ついては車両
の種類により決
定

道路法24条の
歩道乗り入れ幅
に準拠する。

公共施設とは
縁を切る

現況水路断
面とすりつけ
する


